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会 議 録 

会議名 平成 24年度 第 1回文化会館運営委員会 

開催日時 平成 25年 2月 1日（金） 19時～21時 15分 

開催場所 山陽小野田市文化会館 研修室 

出席委員 

(7名) 

富田会長、倉田副会長、猪俣委員、枝村委員、瀬口委員、峰永

委員、山田委員 

欠席委員 

(1名) 

神徳委員 

傍聴者 なし 

担当課及び

出席者 

担当課：文化会館 

廣田館長、舩林副館長、田邊 

会議次第 1. 会長あいさつ 

2. 館長あいさつ 

3. 議題 

(1) 文化会館の運営方針について 

(2) 文化振興関連事業について 

(3) 貸館事業及び利用状況について 

(4) 施設維持管理について 

(5) その他 

1文化振興ビジョンの策定について（報告） 

2会館使用料の見直しについて 

3大ホール、小ホールの利用について 

4その他 

会議結果 ◆新規委員の紹介 

 

1. 会長あいさつ 

2. 館長あいさつ 

3. 議題 

（1） 文化会館の運営方針について 

事務局－【配布資料Ｐ2】の説明 

 

（2） 文化振興関連事業について 

事務局－【配布資料Ｐ3】の説明 

 

（3） 貸館事業及び利用状況 

事務局－【配布資料Ｐ4～Ｐ11】の説明 

委員－開館当初は、土日でも空いていることが多かったが、今

は利用者が多くなっている。 
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会長－文化会館は駅から近く便利なことや、設備が使いやすい

ので、どんどん利用が増えていると思う。しかし、その

分施設が傷み、維持管理にお金がかかっている。 

 

 

委員－今の運営委員会はただの結果報告になっている。次年度

のこと（予算等）を協議するのが良いのではないか。 

事務局－今年度もう 1回運営委員会を開催するが、次回（3月）

で来年度のことを話すことになる。ただし、その頃は 25

年度の予算が決まっているので、その時に協議したこと

が 25年度予算に反映されることは難しい。 

次回は 26年度の予算のことを協議することになる。市の

予算要求は 8月くらいから始まるので、3月に協議したこ

とを次の要求時期に反映できるようにしていくことにな

る。 

委員－7月に運営委員会の 1回目を開催してはどうか。7月に次

年度の予算についての協議、3月は予算が決まっているの

で、具体的な話をしてはどうか。 

委員－3 月に今日のような内容をすれば良い。運営方針（資料

P2）と照らし合わせて、方針のとおりにできている、方

針に書いてあることが抜けている等の指摘ができる。 

   7月は、この方針にはこれだけ予算が必要ということを協

議して、予算要求に反映できれば良い。 

 

 

委員－会館を利用される方の意見が反映されるようアンケート

をとるという意見が以前の運営委員会で出たが、アンケ

ートは行っているか。 

事務局－自主事業でお客様に対しアンケートを取ることはあ

る。また、利用実績票というアンケートを利用者に書い

ていただいているが、意見が書いてあることがほとんど

ない。 

委員－会館を利用する主催者だけでなく、そのイベントに来る

お客様に対してもアンケートがあると良い。投書箱のよ

うなものを設置して自由に意見を書けるようにすれば良

いと思う。 

 

委員－この事業に関してはどうだったかというように焦点を絞
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って意見を集め、委員会で検証するための資料を出して

ほしい。また、議題に運営方針を出しているのであれば、

新しい方針や取り組みがあった場合、その取り組みが以

前と比べてどのようになった、このような意見があった

というように、検証する資料があれば運営委員として考

えや意見が言えると思う。過去との比較のある資料や好

評の声が入った資料等具体性のある資料があれば良い。 

 

(4) 施設維持管理について 

事務局－23年度、24年度の修繕に関する説明。 

     

事務局－公共下水道の直結工事を来年度 2 月または 3 月に予定

している。工期は約 1 か月。大道具搬入口の前に穴を

掘り、管を通す工事で、搬入口が一部使用しづらくな

る。トラックを横向きにすれば搬入口は使えるので、

大ホールの使用申請が入った場合、ご不便をおかけす

るが、支障の無いようにしたい。 

委員－施設維持管理に関しての年次計画を資料として出してい

ただきたい。行政側とは違う市民目線の意見が出るかも

しれない。 

 

（5）その他 

 1文化振興ビジョンの策定について（報告） 

事務局－文化振興ビジョン策定の報告 

  

2会館使用料の見直しについて 

事務局－以前の委員会で、暖房料の見直しについて意見があっ

たが、市内の各施設との整合性を図りながら財政課主

導で見直し作業を行っている。 

 

 3大ホール、小ホールの利用について 

・大ホールの利用について 

事務局－12 月議会で、他市のホールでは、練習、準備に係る使

用料は半額であるが、文化会館でも利用者が使いやす

いよう改正するべきでは。という質問があった。他市

を参考に検討しなければならないことだと思う。 

委員－使用料を半額にして練習や準備の申請が増えると土日に

練習の申請が入り、本番で使いたい団体が使えない事態
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が発生する可能性がある。リハーサルは平日の空いてい

る日に行うと半額になるなどの条件が必要。 

事務局－他市では練習に関しては 1 か月前から受け付ける方法

をとっているところもある。本番の使用で 1 か月を切っ

て申請するということは中々ないので、練習の申請は 1

か月前から受け付ける方法をとれば、空いている日に練

習で使用してもらうことになる。 

委員－上手に運用すれば大ホールの利用率向上につながると思

うが、本番の使用に支障が出ないように条件を付すなど、

いろいろと検討しなければならない。 

 

・小ホールの利用について 

事務局－研修室では机・椅子の料金は部屋代に含まれるが、そ

れ以外では別途必要となっている。小ホールの使用に

関して、机・椅子の料金は部屋代に含むべきではない

か、という質問があった。委員の意見をお聞きしたい。 

委員－研修室は机・椅子の利用を想定した部屋で、小ホールは

多目的に利用できるよう何もない状態で貸し出す部屋。

小ホールに机・椅子は持ち込んでもよい物なので、会館

の物が必要な人には貸し出して使用料をいただくもの

だ。 

委員－部屋代に含めると、机や椅子を使わない人も部屋代が高

くなり、逆に不公平になる。使う人が使う分だけ負担す

るべき。 

 

 4その他 

事務局－このたび西部石油㈱様からご寄附をいただき、お客様

の目に見えるものとして検討した結果、小ホールの照

明・音響とロビーのソファを購入することになりました。 

 

事務局－次回の運営委員会は 3月 27日（水）19時から（予定）

です。 

 


